
診断書を作成していただく医師の方へ

この度は診断書の作成に御協力いただき，ありがとうございます。
家庭裁判所が後見開始の審判をするにあたり，申立時に定型診断書の提出をお願いしており，提出された診断書の記載や親族等からの聴取内容等の資料を勘案して鑑定の要否を検討しています。
なお，成年後見制度は，「精神上の障害」により判断能力が不十分な方を法律的に保護する制度ですから，診断名に「精神上の障害」を記載していただく必要があります。身体上の障害だけが原因となって取引行為ができないような方は，成年後見制度は利用できませんので，診断書作成の際には御留意ください（介護保険の意見書とは異なります。）。
また，診断書作成の依頼を受ける際に，依頼者から，福祉関係者が作成した「本人情報シート」の提供を受けることがあります。この「本人情報シート」は，診断書を作成する医師に対し，ご本人の生活状況等に関する情報を提供し，医学的判断を行う際の参考としていただくために，家庭裁判所が平成３１年４月から導入したものです。
「本人情報シート」の提供を受けた場合には，ぜひ診断の参考資料として御活用ください。なお，記載内容についてのお問い合わせは，「本人情報シート」の作成者にお尋ねください。
申立の際には，診断書（原本）及び本人情報シート（写し）を提出することになっています。そのため，診断書は，直接家庭裁判所にお送りいただくのではなく，作成を依頼した方にお渡しください。本人情報シートについては，依頼した方が写しを取っているかどうかについて，念のためご確認ください。
診断書作成の手引きは，最高裁判所のウェブサイトからダウンロードすることもできます。
「後見ポータルサイト」→「手続案内及び各種書式」→「成年後見制度における診断書の書式」の順に検索してください。
何か御不明な点がありましたらお気軽にお問い合わせください。
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